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整備改善計画策定以降の検討状況について
• 2026年3月の稼働に向け、法務省・デジタル庁で開発中。現在、利用者の事前受付中。

• GUI（検索画面）は、国が14省庁約4000課室、地方公共団体が約900団体約１万2千課室での利
用見込。

• APIは、今後4か年で合計14システムの利用見込。登記情報連携システムからの切替も順次調整中。

• 個人情報の保護に関する法律に基づく利用目的の策定／変更等も、対応済（2026年1月26日）

宿題事項 検討結果

費用負担 ・登記制度の安定的な整備・運用と並行し、法人ベース・レジストリを安定的な運用するため、令和８年
度より、運用経費の一部について、利用省庁の分担によって賄うこととした。

利用範囲 ・令和８年度より、行政職員だけでなく、国や地方公共団体の事務の委託を受ける事業者も、国や地方
公共団体職員の適切な管理の下、委託の目的の範囲内で、利用可能とした。

民間利用
・制度的な検討に必要となる利用業務の特定や論点の洗い出しのため、令和９年度に、民間事業者か
ら公募を募り、対象と期間を限定し、データを活用する実証事業を実施することを目指し、令和8年度は、
実証事業の内容を検討。※現在、デジタル行財政改革会議で検討中の「データ利活用関係法制」の活用を検討。
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【参考】地方公共団体における利用事例 (埼玉県)

出典：埼玉県 知事記者会見 令和8年2月3日
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参考 法人ベース・レジストリにおける個人情報の取扱い
• 法務省において利用目的の変更を実施し、デジタル庁において新たに個人情報ファイル簿を策定。

利用行政機関
登記情報システム等

法務省

＜法務省における利用目的の変更＞
以下の記載を追加。

公的基礎情報データベース整備改善計
画に基づき、ベース・レジストリの整備の
ために、デジタル庁への登記情報の提供
を行う

公的基礎情報データベース整備改善計
画に基づき、手続等並びにこれに関連する
行政機関等の事務及び民間事業者の業
務の処理における国民の利便性の向上
及び行政運営の改善のために行政機関
等に提供を行う。

＜デジタル庁における利用目的の特定＞
以下のとおり特定。

法人BR
デジタル庁
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行政事務標準文字への
登記統一文字の追加について
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登記固有文字の行政事務標準文字への同定
• 社会全体の効率化の観点から、文字の規格を統一すべく、「登記統一文字」について、令和７年度中に
「行政事務標準文字」への追加を行う。（「公的基礎情報データベース整備改善計画」2025年6月13日
閣議決定）

• 前段として令和6年度は、登記固有文字（約1万3,000文字）に対して行政事務標準文字に同定する
事業を実施した。

01100160010971400100800001002280

【登記固有文字の例】（番号は登記統一文字番号）
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登記固有文字の国際提案に向けた検討
• 行政事務標準文字の国際標準化へ向けた取組に連動して、登記固有文字を行政事務標準文字に追加
し、併せて国際標準化を図る。

• 国際提案に向けて、使用頻度や用例等を確認しながら「UCS統合規則」等の国際ルールに基づいた分類を
実施し、規格登録に必要な属性情報等を整備中である。

【文字分類の全体像】
①商業・法人登記で使用実績のある登記固有文字は少なくとも846文字※。
②このうち、文字包摂ガイドラインにより、行政事務標準文字に同定（Identification）できたものが590文字、同定で
きなかったものが256文字。
③同定できなかった256文字の内訳は、漢字245文字、崩し字4文字、記号等7文字。
④⑤⑥⑦国際提案では、UCS統合規則がベースになるため、文字包摂ガイドラインで行政事務標準文字に同定できな
かった文字について、UCS統合規則で統合（Unification）できるか改めて調査・分類。国際提案の方法を検討中。

①商業・法人登
記で使用実績の
ある登記固有文

字※
(846)

②行政事務標
準文字に同定で
きた文字
(590)

②同定できな
かった文字
（256)

③同定できな
かった文字のうち

漢字
（245)

④文字情報基盤に統合できた文字
(58)

⑤文字情報基盤以外の既存UCSに統合できた文字
(33)

⑥文字情報基盤外文字に統合できた文字
（4）

⑦いずれにも統合できなかった文字
（150）

国際提案を検討
提
案
方
法
検
討
中

※現在存在する商号（法人名又は屋号）のみを対象に調査。氏名や過去の商号等の調査は2026年2月以降予定。
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行政事務標準文字に
登記統一文字を追加する場合のロードマップイメージ

R7 R8 R9～

登記統一文字の
行政事務標準文字への追加

国際標準化に向けた
情報整理

国際標準化

国システムにおける
文字の移行

（行政事務標準文字への同
定）

行政事務標準文字への追加
コード付番・
フォント作成等

属性情報
(読み・画数等)

整備

国際標準化に向けた
調整

同定作業

（ベース・レジストリを通じたデータ連携の推進）

2025年4月25日
第2回ベース・レジストリ推進有識者会合（一部改題）
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